
下水道局標準仕様書 読み替え新旧対照表（令和 5 年 10 月 1 日から適用） 
書類 
名称 読み替え前 読み替え後 備 考 

土 木 工 事
標 準 仕 様
書（令和 4
年 4 月） 
P35 

 

 

(31) 有毒ガス及び酸欠対策 
受注者は、工事の施工中は、常に可燃性ガス・有毒ガス、酸欠空気等の発生に備え、 
「労働安全衛生規則」（昭和47年労働省令第32号）、「酸素欠乏症等防止規則」（昭和 
47年労働省令第42号）等を遵守し、換気設備、酸素濃度測定器、ガス検知器、警報器、 
避難用具、救助用具等を設置するとともに、酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者を選 
任して、事故の未然防止に万全の対策を講じなければならない。 
また、施工中に異常を発見した場合、直ちに施工を中止して必要な措置を講じると 
ともに、原因を調査して監督員に報告するものとする。 
なお、酸素、及び硫化水素等の測定結果は、受注者等提出書類基準に示す「酸素、及び 
硫化水素等濃度測定記録表」等に記録及び保存し、監督員に提示するとともに、検査 

時に検査員から求められた場合は、これを提示する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
酸素、硫化水素
等濃度測定記録
表の名称変更に
伴う対応 
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下水道局標準仕様書 読み替え新旧対照表（令和 5 年 10 月 1 日から適用） 
書類 
名称 読み替え前 読み替え後 備 考 

土 木 工 事
標 準 仕 様
書（令和 4
年 4 月） 
P267 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
現場代理人又は
監理技術者等の
押印について、
はんこレスへの
対応 
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下水道局標準仕様書 読み替え新旧対照表（令和 5 年 10 月 1 日から適用） 
書類 
名称 読み替え前 読み替え後 備 考 

土 木 工 事
標 準 仕 様
書（令和 4
年 4 月） 
P427 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
当局積算基準及
び建設局基準類
と表現や数量の
整合を図る 
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下水道局標準仕様書 読み替え新旧対照表（令和 5 年 10 月 1 日から適用） 
書類 
名称 読み替え前 読み替え後 備 考 

設 計 委 託
標 準 仕 様
書 （ 管 路
用）（令和 4
年 4 月） 
P88 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
適格請求書等保
存方式（インボ
イス制度）の導
入に伴う対応 
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下水道局標準仕様書 読み替え新旧対照表（令和 5 年 10 月 1 日から適用） 
書類 
名称 読み替え前 読み替え後 備 考 

設 計 委 託
標 準 仕 様
書 （ 管 路
用）（令和 4
年 4 月） 
P89 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 適格請求書等保
存方式（インボ
イス制度）の導
入に伴う対応 
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下水道局標準仕様書 読み替え新旧対照表（令和 5 年 10 月 1 日から適用） 
 

書類 
名称 

読み替え前 読み替え後 備 考 

設 計 委 託
標 準 仕 様
書 （ 管 路
用）（令和 4
年 4 月） 
P90 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
提出日の体裁の
修正 
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下水道局標準仕様書 読み替え新旧対照表（令和 5 年 10 月 1 日から適用） 
書類 
名称 読み替え前 読み替え後 備 考 

設 計 委 託
標 準 仕 様
書（水再生
センター・
ポ ン プ 所
用）（令和 4
年 4 月） 
P3  
 

  

提出書類一覧表
に「電子データ
による提出可」
書類を示す○印
を追加 
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下水道局標準仕様書 読み替え新旧対照表（令和 5 年 10 月 1 日から適用） 
書類 
名称 読み替え前 読み替え後 備 考 

設 計 委 託
標 準 仕 様
書（水再生
センター・
ポ ン プ 所
用）（令和 4
年 4 月） 
P77 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

適格請求書等保
存方式（インボ
イス制度）の導
入に伴う対応 
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下水道局標準仕様書 読み替え新旧対照表（令和 5 年 10 月 1 日から適用） 
書類 
名称 読み替え前 読み替え後 備 考 

設 計 委 託
標 準 仕 様
書（水再生
センター・
ポ ン プ 所
用）（令和 4
年 4 月） 
P78 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 適格請求書等保
存方式（インボ
イス制度）の導
入に伴う対応 
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下水道局標準仕様書 読み替え新旧対照表（令和 5 年 10 月 1 日から適用） 
書類 
名称 読み替え前 読み替え後 備 考 

管 路 内 清
掃 工 標 準
仕様書（令
和 4 年 4
月） 
P15 
 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 有毒ガス及び酸欠対策 
受注者は、管路等に出入りし又はこれら内部で作業を行う場合は、常 

に可燃性ガス・有毒ガス、酸欠空気等の発生に備え、「労働安全衛生規 
則」（昭和47年労働省令第32号）、「酸素欠乏症等防止規則」（昭和47 
年労働省令第42号）等を遵守し、換気設備、酸素濃度測定器、ガス検知 
器、警報器、避難用具、救助用具等を設置するとともに、酸素欠乏・硫 
化水素危険作業主任者を選任して、事故の未然防止に万全の対策を講 
じなければならない。 

また、作業中に異常を発見した場合、直ちに作業を中止して必要な措 
置を講じるとともに、原因を調査して監督員に報告するものとする。 

なお、酸素、硫化水素等の測定結果は、受注者等提出書類基準に示す 
「酸素、及び硫化水素等濃度測定記録表」等に記録及び保存し、監督員に提 
示するとともに、検査時に検査員から求められた場合は、これを提示す 

る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
様式の名称変更
に伴うもの 
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下水道局標準仕様書 読み替え新旧対照表（令和 5 年 10 月 1 日から適用） 
書類 
名称 読み替え前 読み替え後 備 考 

管 路 内 清
掃 工 標 準
仕様書（令
和 4 年 4
月） 
P23 
 
 

 
 

 

提出書類一覧 
受注者が提出する書類は、下表によること。 

 
☆:  電子データの提出可とするもの 
※１ 初回提出及び内容変更時については、許可証の一式の写しを提出する。 

作業期間等の更新のみの場合については、許可証の表紙のみの写しを提出する。 
（作業箇所等を分割して申請する場合は、各許可証について上記の対応を行う。） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
様式の名称変更
に伴うもの 

 

 

 

書類の名称 頁 提出部数 提出期限 備    考 ☆ 

現場代理人及び 

主任技術者等通知書 
24 

4 
契約確定の日の翌日

から10日以内 
  

添付 
書類 

経 歴 書 25 

作 業 着 手 届 26 4 
契約確定の日の 

翌日から５日以内 

監督員より別途指示のある場合
を除き省略可 

〇 

管路内清掃工計画書 27 

3 
契約確定の日の翌日

から14日以内 

提出後、監督員の指示や監督員と

の協議等に基づき修正すること。 
〇 

添
付
書
類 

工 程 表 28 

職務分担表 29 
酸素欠乏・ 
硫化水素 
危険作業 
主任者届 

30 

緊急連絡表 31 

清掃土砂等運搬車両 

使用届 
32 3 

契約確定の日の翌日

から７日以内 
  

下 請 負 届 33 

4 

下請負締結後 

速やかに 

変更はその都度 

 〇 添付 
書類 

下請負者 

一覧表 
34 

作 業 完 了 届 35 

4 
完了予定日の 

７日前まで 
 〇 添付 

書類 

作業出来高 

調書 
36 

清掃土砂等 

発生報告書 
37 3 

作業期間中毎月 

及び完了日 
別途、運搬認票も提出すること。  

作業契約代金請求書 38 

5 検査合格後  

 

添付 
書類 

作業出来高 

調書 
36 〇 

作 業 日 報 39 1 作業期間中毎日  〇 

施工予定週報 40 1 作業期間中毎週 様式は別途指示 〇 

作業記録写真帳 － 1 別途指示する日 
安全対策の状況写真については、

初期に提出すること。 
 

道路使用許可証 － 3 許可後7日以内 ※１ 〇 

官公庁報告・届出 － 別途指示 別途指示する日  〇 

休日等の作業届 41 別途指示 必要の都度  〇 

酸素及び硫化水素濃度等 
測定記録表 42     

公共事業遵守証明書 － 4 必要の都度  〇 

公共事業施工通知書 － 4 申請後速やかに   

酸素、硫化水素等 
濃度測定記録表 
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下水道局標準仕様書 読み替え新旧対照表（令和 5 年 10 月 1 日から適用） 
書類 
名称 読み替え前 読み替え後 備 考 

管 路 内 清
掃 工 標 準
仕様書（令
和 4 年 4
月） 
P38 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
適格請求書等保
存方式（インボ
イス制度）の導
入に伴う対応 
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下水道局標準仕様書 読み替え新旧対照表（令和 5 年 10 月 1 日から適用） 
書類 
名称 読み替え前 読み替え後 備 考 

管 路 内 清
掃 工 標 準
仕様書（令
和 4 年 4
月） 
P42 

 

酸素、及び硫化水素等濃度測定記録表 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 受注者は酸素欠乏症等防止規則第 3 条に定める事項を記載した任意の記録表を本記録表の代わりに使

用できる。 
また、本記録表は提示書類である。 

※ 許容値 酸素濃度 18.0％以上、硫化水素濃度 10ppm 以下、可燃性ガス 30％LEL 未満、一酸化炭素濃
度 50ppm 以下 

※１ 測定場所からおおむね１km の範囲内の圧気工事の有無 
※２ 現場規模、酸素欠乏空気の発生状況等に応じ、測点を記入する。図は修正して使用できる。 
※３ 測定結果に基づいて酸素欠乏症等の防止措置を講じたときは、当該措置の概要を措置欄に記入する。 
 
 

-42- 

記録表様式、測
定項目及び許容
値の修正 

 

 

 

受 注 者  測 定 条 件 換気前・換気後 

現場代理人  圧気作業※1 有 ・ 無 

作 業 件 名  測 定 者  

測 定 日 時   年  月  日    時  分 人 孔 番 号  

測 定 場 所  測 定 器 名  

測 点 １ イ ロ ハ 

温 度(℃)    

酸 素 濃 度(%)    

硫化水素濃度（ppm）    

可燃性ガス濃度(%LEL)    

一酸化炭素濃度(ppm)    

    
測 点 ２    

温 度(℃)    

酸 素 濃 度(%)    

硫化水素濃度（ppm）    

可燃性ガス濃度(%LEL)    

一酸化炭素濃度(ppm)    

    
測 点 ３    

温 度(℃)    

酸 素 濃 度(%)    

硫化水素濃度（ppm）    

可燃性ガス濃度(%LEL)    

一酸化炭素濃度(ppm)    

 

 
 （措置）※3 

(水平) 

(垂直) 

※2 
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下水道局標準仕様書 読み替え新旧対照表（令和 5 年 10 月 1 日から適用） 
書類 
名称 読み替え前 読み替え後 備 考 

管 路 内 清
掃 工 標 準
仕様書（令
和 4 年 4
月） 
P49 

ウ 土砂運搬車の土砂積込み時における消毒中の状況及びクレゾール石鹸液の使用量がわかる写真 
     作業延長 300m 程度に 1 箇所 
     ただし、作業延長 300m で運搬車搬出量 1 回に満たない場合は、搬出の都度撮影 
エ 仮締切工(土のう、止水プラグ等) 
     作業延長 300m 程度に 1 箇所 
オ 仮排水工 
     作業延長 300m 程度に 1 箇所 
カ 作業終了後の路面清掃作業 
     作業延長 300m 程度に 1 箇所 
キ 下水道施設の保護措置(管口保護も含む。) 
     作業延長 300m 程度に 1 箇所 
ク 酸素及び硫化水素の濃度測定作業 
     作業延長 300m 程度に 1 箇所 
ケ 安全対策(墜落防止対策など) 
   作業延長 300m 程度に 1 箇所 
コ 給水車への洗浄水の取水作業(次亜塩素酸ソーダの注入作業及び使用量を含む) 
     給水場所ごと及び施工区分ごとにつき 1 箇所 
サ 安全教育の実施状況 
     全て 
シ 産業廃棄物の運搬車両と処分先までの追跡状況 
     処分先及び処分品ごとに撮影 
ス 保安施設工(工事表示板及び交通誘導警備員を含む。) 
     作業延長 300m 程度に 1 箇所 
ただし、道路管理区分及び施工区分ごとに 1 箇所以上撮影 
セ 交通誘導警備員の集合写真 
     道路管理区分及び施工区分ごとに撮影 
  (7)異常箇所‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥全箇所撮影する。 
 
４ 整理方法 
(1)整理方法は工程順に編集整理し、各段階（作業前、作業状況、安全管理、出来形管 
理、完了）の作業過程が容易に把握できるようにする。 
(2)上記のほか「土木工事標準仕様書（令和 4 年 4 月）附則-7 工事記録写真撮影要領」によ 
る。 
(3) その他、定めのない事項については、監督員の指示による。 
 
５ 提出物及び形式 
(1) 作業記録写真の提出は、電子媒体とし、作業完了時に１部提出する。 

ウ 土砂運搬車の土砂積込み時における消毒中の状況及びクレゾール石鹸液の使用量がわかる写真 
     作業延長 300m 程度に 1 箇所 
     ただし、作業延長 300m で運搬車搬出量 1 回に満たない場合は、搬出の都度撮影 
エ 仮締切工(土のう、止水プラグ等) 
     作業延長 300m 程度に 1 箇所 
オ 仮排水工 
     作業延長 300m 程度に 1 箇所 
カ 作業終了後の路面清掃作業 
     作業延長 300m 程度に 1 箇所 
キ 下水道施設の保護措置(管口保護も含む。) 
     作業延長 300m 程度に 1 箇所 
ク 酸素及び硫化水素等の濃度測定作業 
     作業延長 300m 程度に 1 箇所 
ケ 安全対策(墜落防止対策など) 
   作業延長 300m 程度に 1 箇所 
コ 給水車への洗浄水の取水作業(次亜塩素酸ソーダの注入作業及び使用量を含む) 
     給水場所ごと及び施工区分ごとにつき 1 箇所 
サ 安全教育の実施状況 
     全て 
シ 産業廃棄物の運搬車両と処分先までの追跡状況 
     処分先及び処分品ごとに撮影 
ス 保安施設工(工事表示板及び交通誘導警備員を含む。) 
     作業延長 300m 程度に 1 箇所 
ただし、道路管理区分及び施工区分ごとに 1 箇所以上撮影 
セ 交通誘導警備員の集合写真 
     道路管理区分及び施工区分ごとに撮影 
  (7)異常箇所‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥全箇所撮影する。 
 
４ 整理方法 
(1)整理方法は工程順に編集整理し、各段階（作業前、作業状況、安全管理、出来形管 
理、完了）の作業過程が容易に把握できるようにする。 
(2)上記のほか「土木工事標準仕様書（令和 4 年 4 月）附則-7 工事記録写真撮影要領」によ 
る。 
(3) その他、定めのない事項については、監督員の指示による。 
 
５ 提出物及び形式 
(1) 作業記録写真の提出は、電子媒体とし、作業完了時に１部提出する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
測定項目の追加
に伴うもの 
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下水道局標準仕様書 読み替え新旧対照表（令和 5 年 10 月 1 日から適用） 
書類 
名称 読み替え前 読み替え後 備 考 

管 路 内 調
査 工 標 準
仕様書（令
和 4 年 4
月） 
P16 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 有毒ガス及び酸欠対策 
受注者は、管路等に出入り又はこれら内部で作業を行う場合は、常に可 

燃性ガス・有毒ガス、酸欠空気等の発生に備え、「労働安全衛生規則」（昭
和47年労働省令第32号）、「酸素欠乏症等防止規則」（昭和47年労働省令第
42号）等を遵守し、換気設備、酸素濃度測定器、ガス検知器、警報器、避難
用具、救助用具等を設置するとともに、酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者
を選任して、事故の未然防止に万全の対策を講じなければならない。 

また、作業中に異常を発見した場合、直ちに作業を中止して必要な措置 
を講じるとともに、原因を調査して監督員に報告するものとする。 

なお、酸素及び硫化水素等の測定結果は、受注者等提出書類基準に示す 
「酸素、及び硫化水素等濃度測定記録表」等に記録及び保存し、監督員に提
示するとともに、検査時に検査員から求められた場合は、これを提示する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
記録表様式の名
称変更に伴うも
の 
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下水道局標準仕様書 読み替え新旧対照表（令和 5 年 10 月 1 日から適用） 
書類 
名称 読み替え前 読み替え後 備 考 

管 路 内 調
査 工 標 準
仕様書（令
和 4 年 4
月） 
P37 

 
 

提出書類一覧 
受注者が提出する書類は、下表によること。 

 
☆： 電子データでの提出可とするもの 
※1  初回提出及び内容変更時については、許可証の一式の写しを提出する。 
作業期間等の更新のみの場合については、許可証の表紙のみの写しを提出する。 
（作業箇所等を分割して申請する場合は、各許可証について上記の対応を行う。） 

                                            （Ａ４タテ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
記録表様式の名
称変更に伴うも
の 

38

添　付
資　料

39

40 3 調査完了後３日以内

41 3 本作業開始前

42 4
契約確定の日の

翌日から５日以内
監督員より別途指示のある場合を
除き省略可

〇

43

44

45

46

47

48

添　付
資　料

49

50

添　付
書　類

51

52 2 詳細は附則－4を参照

2

1
ミラー方式テレビカメラ調査の部
分は不要

2

1
ミラー方式テレビカメラ調査の部
分は不要

1

1

2
ミラー方式テレビカメラ調査の場
合のみ必要

53 5 検査合格後

54 1 作業期間中毎日 〇

55 1 作業期間中毎週 〇

1 別途指示する日
安全対策の状況写真については、
作業初期に提出すること。

3 許可後７日以内 ※1 〇

別途指示 別途指示する日 〇

56 2 完了日
ミラー方式テレビカメラ調査の部
分は不要

57 別途指示 必要の都度 〇

酸素及び硫化水素濃度測定記録表 58 －
現場作業期間中及び

検査時に提示

－ －
作業完了届と
同時に提出

〇

－ － 申請後速やかに

現場代理人及び主任技術者等通知書
4

契約確定の日の
翌日から10日以内

経 歴 書

書 類 の 名 称 頁 提出部数 提出期限 備　考

事 前 調 査 表

地 上 走 行 距 離 精 度 表

作 業 着 手 届

管 路 内 調 査 工 計 画 書

3
提出後、監督員の指示や監督員と
の協議等に基づき修正すること。添　付

資　料

工 程 表

職 務 分 担 表

酸 素 欠 乏 ・ 硫 化 水 素
危 険 作 業 主 任 者 届

緊 急 連 絡 表

契約確定の日の
翌日から14日以内

作 業 完 了 届

4 完了予定日の7日前まで

作 業 出 来 高 調 書

下 請 負 届

4
 下請負契約後速やかに

 変更はその都度
下 請 負 者 一 覧 表

道 路 使 用 許 可 証

官 公 庁 報 告 ・ 届 出

納 品 書

完了日成　果
図　書

管 路 内 調 査 工 報 告 書

〃 （ ダ イ ジ ェ ス ト 版 ）

管 渠 内 撮 影 画 像
（ 全 路 線 ）

〃 （ ダ イ ジ ェ ス ト 版 ）

各 種 記 録 表 及 び 調 査 表

写 真 集

距 離 精 度 調 査 表

休 日 等 の 作 業 届

公 共 事 業 遵 守 証 明 書

公 共 事 業 施 行 通 知 書

展 開 図 帳 票

作 業 契 約 代 金 請 求 書

作 業 日 報

作 業 予 定 週 報

作 業 記 録 写 真 帳

☆

〇

〇

〇

酸素、硫化水素等濃度測定記録表 
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下水道局標準仕様書 読み替え新旧対照表（令和 5 年 10 月 1 日から適用） 
書類 
名称 読み替え前 読み替え後 備 考 

管 路 内 調
査 工 標 準
仕様書（令
和 4 年 4
月） 
P53 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
適格請求書等保
存方式（インボ
イス制度）の導
入に伴う対応 
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下水道局標準仕様書 読み替え新旧対照表（令和 5 年 10 月 1 日から適用） 
書類 
名称 読み替え前 読み替え後 備 考 

管 路 内 調
査 工 標 準
仕様書（令
和 4 年 4
月） 
P58 

 

 
酸素、及び硫化水素等濃度測定記録表 

 
※ 受注者は、酸素欠乏症等防止規則第 3 条に定める事項を記載した任意の記録表を本記録表の 
  代わりに使用できる。 

また、本記録表は提示書類である。 
※ 許容値 酸素濃度 18.0％以上、硫化水素濃度 10ppm 以下、可燃性ガス 30%LEL 未満、一酸化炭素

濃度 50ppm 以下 
※1 測定場所からおおむね 1 ㎞の範囲内の圧気工事の有無 
※2 現場規模、酸素欠乏空気の発生状況等に応じ、測定点を記入する。図は修正して使用できる。 
※3 測定結果に基づいて酸素欠乏症等の防止措置を講じたときは、当該措置の概要を措置欄に記入する。 

                                                              （Ａ４タテ） 
-58- 

記録表様式、測
定項目及び許容
値の修正 

 

 

 

受 注 者  測定条件 換気前・換気後 
現場代理人  圧気作業※1 有 ・ 無 
作 業 件 名   測 定 者  ○ ○ ○ ○ 
測 定 日 時  ○○年○○月○○日○○時○○分 人孔番号 ○ ○ ○ ○ 
測 定 場 所  ○○区○○丁目○○番地先 測定器名 ○ ○ ○ ○ 

※2 
測 点 １  イ ロ ハ 

温 度(℃)    

酸 素 濃 度 (%)    

硫化水素濃度（ppm）    

可燃性ガス濃度(%LEL)    

一酸化炭素濃度(ppm)    

    
測 点 ２     

温 度(℃)    

酸 素 濃 度 (%)    

硫化水素濃度（ppm）    

可燃性ガス濃度(%LEL)    

一酸化炭素濃度(ppm)    

    
測 点 ３     

温 度(℃)    

酸 素 濃 度 (%)    

硫化水素濃度（ppm）    

可燃性ガス濃度(%LEL)    

一酸化炭素濃度(ppm)    

 

 
 （措置）※3 

(水平) 

(垂直) 

測点イ 

測点ロ 

測点ハ 
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下水道局標準仕様書 読み替え新旧対照表（令和 5 年 10 月 1 日から適用） 
書類 
名称 読み替え前 読み替え後 備 考 

管 路 内 調
査 工 標 準
仕様書（令
和 4 年 4
月） 
P69 

 

３ 撮影頻度 
記録写真及び作業状況写真は、下表に従って撮影するとともに、当然記録に残す必要がある 

と思われる内容についても撮影する。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
記録表様式の名
称変更に伴うも
の 

  

 項目 撮影頻度 

記録写真 

人孔 全箇所（施設設置全景、人孔蓋表面・裏面、内部状況） 

ます取付管 全箇所（施設設置全景、ます蓋表面、内部状況） 

副管部 全箇所（直管及び短管の状況が確認できる写真） 

異常箇所 全箇所 

本管目視調査箇所 
異常箇所の有無にかかわらず、10ｍ程度の間隔（マーキングを含めた管口写真

のほか、取付管がある箇所全て） 

作業状況 

写真 

 

事前調査作業 
施工区分ごとに本管作業延長 300m 程度ごとに 1箇所 

（作業延長 300m 未満は 1箇所） 

テレビカメラの地上走行距

離精度 
使用するテレビカメラごとに 1回 

給水車への洗浄水の取水作

業（次亜塩素酸ソーダの注

入作業を含む。） 

給水場所ごと及び施工区分ごとに 1箇所 

事前洗浄作業 

施工区分ごとに 

・本管作業延長 300m 程度ごとに 1箇所 

（作業延長 300m 未満は 1箇所） 

・ます及び取付管作業箇所数 30 箇所程度ごとに 1箇所（作業箇所数 30 箇所未

満は 1箇所） 

管径ごとのカメラヘッド管

中心のセット 
管径ごとに 1箇所 

調査状況写真 

施工区分ごとに 

・本管作業延長 300m 程度ごとに 1箇所 

（作業延長 300m 未満は 1箇所） 

・ます及び取付管作業箇所数 30 箇所程度ごとに 1箇所 

（作業箇所数 30 箇所未満は 1箇所） 

下水道施設の保護措置（管

口保護を含む。） 

本管作業延長 300m 程度ごとに 1箇所 

（作業延長 300m 未満は 1箇所） 

仮締切工（土のう、止水プ

ラグ等） 

本管作業延長 300m 程度ごとに 1箇所 

（作業延長 300m 未満は 1箇所） 

仮排水工 
本管作業延長 300m 程度ごとに 1箇所 

（作業延長 300m 未満は 1箇所） 

調査終了後の清掃作業 

施工区分ごとに 

・本管作業延長 300m 程度ごとに 1箇所 

（作業延長 300m 未満は 1箇所） 

・ます及び取付管作業箇所数 30 箇所程度ごとに 1箇所（作業箇所数 30 箇所未

満は 1箇所） 

保安施設工（工事表示板及

び交通誘導警備員を含む。） 

道路管理区分及び施工区分ごとに 

・本管作業延長 300m 程度毎に 1箇所 

（作業延長 300m 未満は 1箇所） 

・ます及び取付管作業箇所数 30 箇所程度ごとに 1箇所（作業箇所数 30 箇所未

満は 1箇所） 

酸素及び硫化水素の濃度測

定作業 

本管作業延長 300m 程度ごとに 1箇所 

（作業延長 300m 未満は 1箇所） 

安全対策（墜落防止対策

等） 

本管作業延長 300m 程度ごとに 1箇所 

（作業延長 300m 未満は 1箇所） 

安全教育等の実施状況 全て 

管渠検査診断支援システム

の中間確認状況 
1 回 

その他 監督員の指示によるもの 

 

酸素、硫化水素等の濃度
測定作業 
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下水道局標準仕様書 読み替え新旧対照表（令和 5 年 10 月 1 日から適用） 
書類 
名称 読み替え前 読み替え後 備 考 

施 設 管 理
業 務 委 託
標 準 仕 様
書（令和 4
年 4 月） 
P23-25 
 

  

提出書類一覧表
に「電子データ
による提出可」
書類を示す○印
を追加 
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下水道局標準仕様書 読み替え新旧対照表（令和 5 年 10 月 1 日から適用） 
書類 
名称 読み替え前 読み替え後 備 考 

施 設 管 理
業 務 委 託
標 準 仕 様
書（令和 4
年 4 月） 
P23-25 
 
 

  

提出書類一覧表
に「電子データ
による提出可」
書類を示す○印
を追加 
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下水道局標準仕様書 読み替え新旧対照表（令和 5 年 10 月 1 日から適用） 
書類 
名称 読み替え前 読み替え後 備 考 

施 設 管 理
業 務 委 託
標 準 仕 様
書（令和 4
年 4 月） 
P23-25 
 
 

  

提出書類一覧表
に「電子データ
による提出可」
書類を示す○印
を追加 
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下水道局標準仕様書 読み替え新旧対照表（令和 5 年 10 月 1 日から適用） 
書類 
名称 読み替え前 読み替え後 備 考 

施 設 管 理
業 務 委 託
標 準 仕 様
書（令和 4
年 4 月） 
P71 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
適格請求書等保
存方式（インボ
イス制度）の導
入に伴う対応 
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下水道局標準仕様書 読み替え新旧対照表（令和 5 年 10 月 1 日から適用） 
書類 
名称 読み替え前 読み替え後 備 考 

設 備 保 守
点 検 委 託
標 準 仕 様
書（令和 4
年 4 月） 
P109-110 
 

  

提出書類一覧表
に「電子データ
による提出可」
書類を示す○印
を追加 
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下水道局標準仕様書 読み替え新旧対照表（令和 5 年 10 月 1 日から適用） 
書類 
名称 読み替え前 読み替え後 備 考 

設 備 保 守
点 検 委 託
標 準 仕 様
書（令和 4
年 4 月） 
P109-110 
 

  

提出書類一覧表
に「電子データ
による提出可」
書類を示す○印
を追加 
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下水道局標準仕様書 読み替え新旧対照表（令和 5 年 10 月 1 日から適用） 
書類 
名称 読み替え前 読み替え後 備 考 

設 備 保 守
点 検 委 託
標 準 仕 様
書（令和 4
年 4 月） 
P121 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
適格請求書等保
存方式（インボ
イス制度）の導
入に伴う対応 

 

 

- 26 -



下水道局標準仕様書 読み替え新旧対照表（令和 5 年 10 月 1 日から適用） 
書類 
名称 読み替え前 読み替え後 備 考 

建 物 衛 生
管 理 委 託
標 準 仕 様
書（令和 4
年 4 月） 
P36 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
適格請求書等保
存方式（インボ
イス制度）の導
入に伴う対応 
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下水道局標準仕様書 読み替え新旧対照表（令和 5 年 10 月 1 日から適用） 
書類 
名称 読み替え前 読み替え後 備 考 

建 物 衛 生
管 理 委 託
標 準 仕 様
書（令和 4
年 4 月） 
P41 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
適格請求書等保
存方式（インボ
イス制度）の導
入に伴う対応 
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下水道局標準仕様書 読み替え新旧対照表（令和 5 年 10 月 1 日から適用） 
書類 
名称 読み替え前 読み替え後 備 考 

植 栽 管 理
委 託 標 準
仕様書（令
和 4 年 4
月） 
P29 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
適格請求書等保
存方式（インボ
イス制度）の導
入に伴う対応 
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下水道局標準仕様書 読み替え新旧対照表（令和 5 年 10 月 1 日から適用） 
書類 
名称 読み替え前 読み替え後 備 考 

植 栽 管 理
委 託 標 準
仕様書（令
和 4 年 4
月） 
P38 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
適格請求書等保
存方式（インボ
イス制度）の導
入に伴う対応 
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下水道局標準仕様書 読み替え新旧対照表（令和 5 年 10 月 1 日から適用） 
書類 
名称 読み替え前 読み替え後 備 考 

設 備 工 事
標 準 仕 様
書（令和５
年 4 月） 
P19 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
記録表様式の名
称変更及び測定
項目の追加に伴
うもの 
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下水道局標準仕様書 読み替え新旧対照表（令和 5 年 10 月 1 日から適用） 
書類 
名称 読み替え前 読み替え後 備 考 

建 築 工 事
監 理 等 委
託 標 準 仕
様書（令和
5 年 4 月） 
P40-2 新規
追加 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（新規追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

提出書類一覧表
に「電子データ
による提出可」
書類を示す○印
を追加 
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下水道局標準仕様書 読み替え新旧対照表（令和 5 年 10 月 1 日から適用） 
書類 
名称 読み替え前 読み替え後 備 考 

建 築 工 事
監 理 等 委
託 標 準 仕
様書（令和
5 年 4 月） 
P63 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
適格請求書等保
存方式（インボ
イス制度）の導
入に伴う対応 
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下水道局標準仕様書 読み替え新旧対照表（令和 5 年 10 月 1 日から適用） 
書類 
名称 読み替え前 読み替え後 備 考 

建 築 工 事
監 理 等 委
託 標 準 仕
様書（令和
5 年 4 月） 
P64 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
適格請求書等保
存方式（インボ
イス制度）の導
入に伴う対応 
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